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沖縄市 建設部 都市整備室 都市交通担当

沖縄市の交通拠点まちづくり

資 料 ６
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（仮称）池武当IC

沖縄市の概要

●1974年に旧コザ市と旧美里村の合併で誕生

●沖縄本島の中央部にある農村地域であったが、戦後、

米軍基地の門前町として発展

●人口 約14.2万人（R2国勢調査）

●市域面積 約49.72㎢

●市域の約35％は米軍基地等が占める

●第3次産業の就業者数が約8割

●40か国以上の外国人が居住

●「国際文化観光都市」を将来像に掲げ、音楽のまち、

エイサーのまち、子どものまち、スポーツコンベンションなど、

特色を活かしたまちづくりに取り組んでいる。
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胡屋・中央地区

銀天街（コザ十字路）

東部海浜開発地区
（潮乃森）

沖縄アリーナ

沖縄こどもの国

コザ運動公園

沖縄県総合運動公園

東南植物楽園

モータースポーツ
マルチフィールド沖縄

沖縄市役所

プラザハウス

沖縄市民会館
八重島公園

中央パークアベニュー
ゲート通り
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沖縄市の概要 “エイサーのまち”

国内外へ発信し続ける伝統文化

‟エイサー”

・ 太鼓踊りや手踊りを中心とした伝統芸能

・ 沖縄市はエイサーの本場として

平成19年に「エイサーのまち」を宣言

・ 毎夏「沖縄全島エイサーまつり」（コザ運動公園）

3日間で約30万人を集客（第69回・2024） エイサー演舞（商店街）

沖縄全島エイサーまつり（コザ運動公園）道じゅねー（ゲート通り）
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沖縄市の概要 “音楽のまち”

‟音楽“のまちへ繰り出そう！！！

・多彩な伝統文化、芸能、音楽が豊富

・毎年数多くの音楽イベントを開催

・まちには多くのライブハウスや民謡酒場が集積

・「コザ・ミュージックタウン」が誕生

・3F「音市場」来場者数：約6.5万人/年（R6）

野外音楽ｲﾍﾞﾝﾄ「ﾋﾟｰｽﾌﾙﾗﾌﾛｯｸﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ」

ライブハウス

コザ・ミュージックタウン
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沖縄市の概要 “沖縄こどもの国”

日本一ユニークな動物園へ！

・沖縄県内で唯一の本格的な動物園

・既存区域約16ha

（拡張予定：約13ha）

・リニューアル整備進行中

・土日祝は21:00まで（平日17:30）

・来場者数：約73万人/年（R6）

ライオン舎整備

「夜の動物園サタズー（ZOO）ナイト」
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沖縄市の概要 “東部海浜開発地区「潮乃森」”

【事業概要】

埋立面積： 約95ha

埋立形式： 出島方式

本市初！市民待望！

県内最大級の“ビーチ”（約900m）
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沖縄市の概要 “沖縄アリーナ”

【施設概要】

延床面積： 約26,200㎡

天 井 高 ： 28m

構造階数： 鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

地上6階

観客席数： 10,000席（最大）

供用開始： R3.3月

来場者数： 約51万人/年（R6）

“沖縄アリーナ”
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中心市街地（胡屋・中央地区）の現状

おそらく、沖縄市の商店街イメージは・・・ 近年、飲食店やイベント等を中心に、“にぎわい”が起きています。
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●まちなかでは、既存ストックを活用した、店舗、飲食店、宿泊施設等が増え、商店街の景色が変わり始めています。

中心市街地（胡屋・中央地区）の現状
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沖縄市中心市街地活性化基本計画（３期計画）

● “まちなかへのアクセス性や回遊性の向上”が課題 ⇒ 胡屋・中央地区交通結節点の整備を位置づけ。

出典：沖縄市資料
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沖縄市中心市街地活性化基本計画（３期計画）

●拠点施設や地域資源を活かすため、アクセス性・回遊性向上の中心に、胡屋・中央地区交通結節点の整備を位置づけ。

出典：沖縄市資料
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●「異文化交流都市圏」（多機能で個性的なまち）
→戦後の米軍基地建設、異文化との融合
チャンプルー拠点の形成

●「那覇から1時間の2次生活圏」（中南部都市圏）
→北部圏域と1時間の2次生活圏

交通拠点まちづくりの方向性

出典： 沖縄県総合交通体系基本計画（R4.10）出典：中部広域都市計画「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」（R4.11沖縄県）
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＜基幹バスシステム＞

・「那覇市・浦添市・宜野湾市・沖縄市・北中城村地域公共交通総合連携計画」（R4.3）において、基幹バスシステムの結節点
については、「国道330号胡屋地区沿道まちづくりと連携した交通結節点の形成」を基本的な実施方針としている。

【現況】複雑、一部過剰供給 【将来】幹線軸とフィーダー役割分担

＜現状＞
・多くの系統が那覇
まで運行

・複雑かつ 長距離

＜課題＞

・利用者にとって
わかりにくい

・時刻表通りに来ない

＜速達性の向上＞
・基幹急行バス運行開始
・バスレーン整備

＜今後の課題＞
・伊佐以北へのバスレーン
延長
・沖縄市側の交通結節点
整備

基幹バス

交通結節点の
位置付け

出典：（5市村）地域公共交通総合連携計画を基に付記

交通拠点まちづくりの方向性
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